
こ
ん
な
中
で
栄
養
失
調
と
重
労
働
の
疲
れ
で
斃
れ
る
者
が
続

出
す
る
。

や
が
て
春
に
な
り
草
木
の
芽
が
吹
く
こ
ろ
に
な
る
と
、
お
互

い
に
缶
詰
の
空
き
缶
を
拾
っ
て
き
て
、
腰
に
ぶ
ら
下
げ
て
行
き
、

作
業
の
合
間
に
草
木
の
芽
を
摘
ん
で
缶
で
茄
で
岩
塩
を
か
け
て

食
べ
、
空
腹
を
凌
ぐ
の
が
一
つ
の
楽
し
み
と
な
る
。

そ
の
後
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
の
収
容
所
に
移
動
と
な
り
、
こ

こ
で
は
道
路
工
事
の
作
業
、
時
に
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
馬
鈴
薯
の

選
別
作
業
に
回
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
ア
ク
チ
ブ
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
来
て
、
民
主

教
育
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
教
育
を
受
け
な
い
と
日
本
に

は
帰
さ
な
い
と
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
受
け
る
。

シ
ベ
リ
ア
の
冬
も
近
づ
く
十
月
末
、
待
ち
に
待
っ
た
東
京
ダ

モ
イ
の
列
車
に
乗
り
、
十
月
二
十
六
日
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
、
迎

え
の
引
揚
船
が
入
り
乗
船
が
始
ま
る
。
後
の
方
に
い
た
私
の
所

ま
で
く
る
と
、
こ
こ
よ
り
後
は
待
て
と
言
わ
れ
三
、
四
十
名
が

戻
さ
れ
る
。
何
事
が
あ
っ
た
の
か
と
心
配
し
て
い
る
と
、
軍
司

令
部
に
い
た
者
は
当
時
の
調
査
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
カ
月
余
り
、
日
関
東
軍
の
軍
司
令
部
の
こ
と
に
つ

き
詳
細
な
調
査
が
始
ま
る
。
軍
司
令
部
の
仕
組
み
、
仕
事
の
内

容
等
詳
細
に
わ
た
っ
て
調
べ
ら
れ
る
。

ナ
ホ
ト
カ
の
港
が
凍
結
寸
前
の
十
一
月
三
十
日
、

待
ち
に
待
っ

た
復
員
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
五

日
、
懐
か
し
い
日
本
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。

七
年
ぶ
り
の
我
が
家
へ
戻
っ
て
見
る
と
、
一
緒
に
ナ
ホ
ト
カ

ま
で
来
た
戦
友
た
ち
が
、
確
か
に
一
緒
に
乗
船
し
た
の
に
舞
鶴

に
上
陸
し
た
と
き
、
い
な
か
っ
た
が
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と

心
配
し
、
八
方
手
を
尽
く
し
探
し
た
が
わ
か
ら
ず
、
大
変
な
騒

ぎ
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
何
は
と
も
あ
れ
、
無
事
に
帰
っ

た
こ
と
を
喜
び
合
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

京
都
府
　
中
西
昇
　 

現
住
所
　
京
都
府
船
井
郡
丹
波
町
字
八
田

職

業
　
農
業
　
大
正
八
年
十
一
月
十
八
日
生
　
元
陸
軍
兵
長

昭
和
十
八
年
五
月
一
日
、
二
回
目
の
召
集
を
う
け
て
現
住
所



よ
り
京
都
伏
見
歩
兵
三
七
部
隊
へ
入
隊
す
る
。
祖
母
、
母
、
妹

ら
三
名
を
残
す
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
。
当
時
は
南
千
島
エ
ト
ロ
フ

島
三
原
大
隊
に
所
属
し
て
守
備
に
就
い
て
い
た
。

九
月
十
八
日
―
ソ
連
軍
に
よ
り
武
装
解
除
さ
れ
た
。

九
月
二
十
二
日
―
ソ
連
兵
に
警
備
さ
れ
つ
つ
、
ソ
連
領
沿
海

州
に
入
り
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
収
容
所
に
入
る
。
宿
舎
は
シ
ベ
リ
ア
特

有
の
太
い
丸
太
を
組
み
合
せ
た
建
物
で
ペ
チ
カ
で
暖
房
さ
れ
る

が
、

零
下
五
〇
度
の
厳
寒
時
は
寒
く
て
眠
れ
な
い
夜
も
あ
っ
た
。

労
務
―
我
々
三
原
大
隊
は
約
一
千
名
余
で
作
業
小
隊
を
編
成

し
、
森
林
伐
採
の
労
務
に
就
く
。
シ
ベ
リ
ア
の
冬
は
早
く
、
十

一
月
に
は
降
雪
あ
り
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
二
人
挽
き
の
大
鋸

で
大
木
を
倒
す
。
直
径
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
木
が
、
梢
を
ふ

る
わ
せ
て
辺
り
の
枝
を
打
ち
払
い
轟
音
を
ひ
び
か
せ
て
雪
の
中

へ
倒
れ
て
来
る
様
は
心
臓
が
凍
る
よ
う
な
恐
ろ
し
い
と
き
も
あ

る
。抑
留
さ
れ
て
一
番
に
思
っ
た
こ
と
は
、
何
年
抑
留
さ
れ
る
の

か
、
果
た
し
て
日
本
へ
帰
る
日
が
あ
る
の
か
と
、
何
の
発
表
も

な
い
ま
ま
一
日
一
日
が
過
ぎ
て
い
く
。
そ
の
一
日
一
日
が
空
腹

の
連
続
で
あ
る
。
朝
、
夕
食
と
も
雑
穀
の
う
す
い
粥
と
ス
ー
プ

（
塩
汁
）
で
、
昼
食
は
黒
パ
ン
少
々
で
朝
食
の
粥
で
は
食
べ
た

気
が
し
な
い
の
で
黒
パ
ン
ま
で
食
べ
て
し
ま
う
。
昼
は
ス
ー
プ

だ
け
の
食
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。
空
腹
を
抱
え
て
の
伐
採
の
重

労
働
は
骨
身
を
削
る
思
い
で
あ
っ
た
。
冬
の
間
に
栄
養
失
調
に

な
り
、
オ
ー
カ
ー
（
屋
内
作
業
）
班
へ
回
さ
れ
た
者
や
入
院
し

た
者
が
大
勢
い
た
。

二
年
目
も
森
林
伐
採
の
労
務
に
つ
く
。
食
事
は
相
か
わ
ら
ず

悪
く
常
習
的
空
腹
を
か
か
え
て
い
た
。
こ
の
冬
の
こ
ろ
よ
り
民

主
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
日
本
の
天
皇
制
と
資

本
主
義
は
労
働
者
の
敵
だ
、
人
民
は
搾
取
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ

る
。
全
世
界
の
国
が
共
産
主
義
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
我
々
の
幸

福
は
こ
な
い
」
と
教
育
す
る
。
食
う
も
の
も
ロ
ク
に
食
わ
さ
ず
、

重
労
働
を
強
制
し
な
が
ら
、
何
を
言
っ
て
も
耳
に
入
る
も
の
で

は
な
い
。
表
面
は
分
か
っ
た
顔
を
す
る
。

三
年
目
に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
収
容
所
へ
移
る
。
私
は
収
容
所

の
政
治
部
員
（
ソ
連
将
校
）
付
き
の
当
番
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
作

業
の
成
績
（
ノ
ル
マ
）
な
ど
を
記
録
す
る
事
務
（
ラ
ポ
ー
ト
ス

ベ
ジ
）
な
ど
の
手
伝
い
を
す
る
。
我
々
は
食
事
が
唯
一
の
楽
し



み
の
生
活
な
の
に
今
も
っ
て
ま
ず
く
少
な
く
、
ソ
連
の
貧
困
さ

を
つ
く
づ
く
推
察
す
る
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
中
旬
、
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
す
る
。

同
年
七
月
二
十
四
日
、
つ
い
に
舞
鶴
へ
上
陸
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
二
度
と
祖
国
へ
帰
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
抑
留
生

活
三
年
間
の
苦
し
み
。
緑
美
し
い
山
々
は
神
の
国
の
よ
う
に
光

り
輝
い
て
い
た
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
八
日
、
祖
母
ら
の
待
っ
て
い
る
丹

波
へ
帰
っ
た
。

三
度
死
線
を
越
え
て

迎
え
る
七
十
七
歳
　 

兵
庫
県
　
金
川
浜
治
　 

私
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
米
開
戦
の
当
日
、
村

役
場
よ
り
神
戸
対
空
監
視
所
天
神
分
所
へ
、
午
後
六
時
よ
り
勤

務
せ
よ
と
の
命
を
受
け
、
以
来
、
昭
和
十
七
年
八
月
ま
で
二
週

間
に
一
回
二
十
四
時
間
勤
務
で
対
空
監
視
所
勤
務
を
い
た
し
、

八
月
十
五
日
、
中
部
五
十
二
部
隊
（
岡
山
工
兵
隊
）
に
入
隊
い

た
し
ま
し
た
。
所
属
は
第
二
中
隊
（
出
羽
隊
）
で
し
た
。

岡
山
工
兵
隊
で
三
カ
月
間
軍
隊
の
基
礎
教
育
を
受
け
、
十
一

月
下
旬
満
州
一
八
九
三
部
隊
（
独
立
工
兵
十
八
連
隊
）
に
馭
兵

要
員
と
し
て
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
目
標
ハ
ル
ビ
ン
へ
、
前
へ
進

め
の
号
令
で
兵
舎
を
後
に
下
関
へ
、
そ
し
て
美
し
い
日
本
国
と

別
れ
て
玄
海
灘
を
無
事
に
釜
山
に
上
陸
、
朝
鮮
半
島
を
北
上
し

て
ハ
ル
ビ
ン
兵
舎
に
着
き
ま
し
た
。
岡
山
の
木
造
兵
舎
と
違
っ

て
煉
瓦
造
り
の
立
派
な
建
物
で
し
た
の
で
、
皆
こ
の
兵
舎
で
の

軍
隊
生
活
を
楽
し
み
に
入
舎
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
部
隊
は

満
州
佳
木
斯
に
移
転
し
た
後
で
す
。

早
速
、
翌
朝
佳
木
斯
に
向
か
っ
て
追
従
い
た
し
、
夕
方
佳
木

斯
駅
に
到
着
。
駅
よ
り
行
軍
に
て
部
隊
に
向
か
っ
て
出
発
い
た

し
ま
し
た
が
、
歩
け
ど
歩
け
ど
な
か
な
か
兵
舎
に
は
到
着
い
た

し
ま
せ
ん
。
聞
け
ば
約
二
十
キ
ロ
ほ
ど
と
の
こ
と
、
五
時
間
ほ

ど
歩
い
て
や
っ
と
兵
舎
に
到
着
、
全
員
く
た
く
た
に
な
っ
て
就

寝
。
翌
朝
練
兵
場
に
集
合
し
て
入
隊
式
、
続
い
て
編
制
が
行
わ

れ
、
私
は
二
大
隊
第
五
中
隊
（
武
藤
隊
）
に
本
科
兵
と
し
て
所

属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
以
来
、
五
中
隊
へ
入
隊




